
第５５回 益田市個人情報保護運営審議会会議概要 

 

と き 令和元年８月５日 １４：１５から 

ところ 市役所三階大会議室 

 

１．議題 

 （１）個人情報の目的外利用等について 

ア 男女共同参画に関する意識調査について（人権センター）― 加藤主幹

説明 

 

【事務局】 

定刻を若干過ぎておりますので、さっそく始めたいと思います。それでは会に

先立ちまして総務管財課長の和﨑が御挨拶申し上げます。 

 

【和﨑課長】 

皆さんこんにちは、この 4 月から総務管財課長を拝命しました和﨑と申します。

本日は、お暑い中又大変お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございま

す。本審議会開催に当たりましては、本来であれば十分な期間をもって御案内し、

事前に資料も配布させていただくところではございますが、そのようになってい

なかったことにつきまして、お詫び申し上げます。今後このようなことがないよ

うに注意してまいります。本日は、お配りしております資料にありますように、

人権センターから提出されました案件１件につきまして、御審議いただきます。

これにつきましては、人権センターがアンケートを行うに当たりまして、個人情

報の目的外使用をしたいということでございます。御意見いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

 

【事務局】 

 そうしますと、田原会長の挨拶に引き続き審議に入りたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

【田原会長】 

 本日は、暑い中お集まりしたただ来ありがとうございます。この委員会も秋ま

でということで、もう少しですが、お集まりいただきました。秋には改革がある

ようですが、よろしくおねがいいたします。本日の議題は、１件ということでご

ざいます。 

 個人情報の目的外利用等について男女共同参画に関する意識調査についてとい

うことでございますが、まず説明をお願いします。 

 

【人権センター】 

 それでは失礼いたします。益田市人権センターの加藤です。よろしくお願いい

たします。男女共同参画に関する意識調査についてです。調査の目的は、男女共



同参画に関する市民の意識を把握し、令和 2 年度に策定する第 4 次益田市男女共

同参画計画の基礎資料とするとともに、男女共同参画社会の実現に向けた施策を

充実させることを目的としております。本市では、男女共同参画のまちづくり実

現のための指針となる益田市男女共同参画計画を平成 13 年に策定しました。様々

な社会情勢や本市における課題を踏まえるため、市民を対象に意識調査を行い、

平成 18 年改定、平成 23 年第 2 次計画、平成 28 年第 3 次計画を経て、男女共同参

画のまちづくり実現のため取組を進めております。調査時期は、令和 2 年 1 月か

ら 2 月を予定しております。調査の内容としては、第 3 次益田市男女共同参画計

画に伴う住民アンケートと同様の調査を実施する予定としており、基本目標 4 項

目に基づき、1.男女の人権の尊重。2.安心・安全な暮らしの実現。3.あらゆる分

野における女性の活躍。4.男女共同参画社会の実現に向けた環境整備。を基に市

民の男女共同参画に関する意識調査を実施します。調査の概要としましては、調

査対象者は、民法の一部改正に伴い、18 歳以上とし、1,000 人といます。住民基

本台帳から、無作為抽出とします。配布方法としては、ラベルを作成し、郵送に

より配布、回収を行います。集計・分析は、人権センターで行います。データの

内容及び管理につきましては、氏名、郵便番号、住所、生年月日、性別です。デ

ータの内容につきましては、本アンケートの目的以外には使用しません。説明は

以上です。 

 

【田原会長】 

 どうもありがとうございました。御質問、御意見等ございますか。どういう情

報を提供するのか、お分かりでしょうか。大丈夫ですかね。何かございますか。5

番にあるデータについて、住民基本台帳を基に目的外にということですが、よろ

しいですかね。ラベルを作って配布から回収も全て人権センターでということで

すので、第三者は関わらないということですので。それでは、承認される方は挙

手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

【田原会長】 

全員賛成ということで、承認されました。それでは、本日は、その他の事項と

して 1 件ほど報告があるようです。委員の選任について事務局から説明をお願い

いたします。 

 

【事務局】 

 現委員の皆さんの任期につきましては、先ほど会長からもございましたが、本

年、10 月 1 日までとなっております。 

 次期委員の選考につきましては、昨年来、専門性を持った方を加えるというこ

とでお話をしておりましたが、現在、専門性を持った委員として弁護士、大学教

授、行政書士、民事・家事調停委員の方 5 名をメンバーといいますか、委員に加

えることで、各団体に推薦依頼を行っております。 



 本会議終了後から、時期委員の選任に入りたいと考えておりますので、よろし

くおねがいいたします。以上です。 

 

【田原会長】 

 何かございますか。特にない様ですのでこれで審議会を終了いたします。どう

もお疲れ様でした。 

 

１４時３５分終了 


